
➢ 1.開催日時・場所

➢ 2.概要

「AI活用が切りひらく未来のキャンパスを探る」

 AIの進化が想像を超える速さで進む今、大学には「既存の仕組み」の枠を超えた発想が求められています。

本分科会は、AIの社会実装が加速する世界の最前線と、大阪公立大学様が推進するスマートキャンパスの実践を
通じ、大学運営の新たな可能性を探ります。

 富士通の松本氏からは、AIエージェントやフィジカルAIが世界で巻き起こしている社会変革と、これからの大学の在り
方や未来像についてお話しいただきます。続く大阪公立大学様の講演では、ビルOSを活用したスマートキャンパスの先進
事例に加え、これらを使いこなすためのアプリ開発を通じた教育・運営現場における自律的な取り組みにも触れていただき
ます。AI時代において、大学がどのように空間を管理し、また人を育てるべきかを、現場の実践から紐解いていきます。

 ぜひ会場にお越しいただき、講演後の活発な質疑応答や、全国の仲間との対話から生まれる新たな気づきを得ていた
だければ幸いです。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

日時：2026年11月11日（水）13:30 – 17:00
（会場受付は13:00から開始いたします）

会場：大阪公立大学 森之宮キャンパス or オンライン

➢ 3.スケジュール・内容 ※スケジュール、内容等に関しては変更になる場合がございます。

ハイブリッド開催

主催：次世代情報システム検討分科会

13:30

17:00 

○開会挨拶
○ご講演(45分＋質疑)
「AIの進化から見えてきた「大学の未来」

～AIエージェント・フィジカルAIが変える社会と、これからの大学のあり方～」
富士通株式会社 CRO室 シニアエバンジェリスト  松本 国一 様

○ご講演(45分＋質疑)
「進化するスマートビルを支える基盤技術」
大阪公立大学 学長補佐（スマートユニバーシティ担当）兼大学院情報学研究科長 阿多 信吾 教授

○休憩（10分)
○グループワーク＋発表 (40分)
○キャンパス見学（30分）
〇閉会挨拶・終了

【講演概要】
AIの進化は、いまや新たな次元へと踏み出しています。生成AIからAIエージェント、さらにフィジカルAIへと進化し、社会
やビジネスのあり方も大きく変わりつつあります。本講演では、世界の最前線で起きている動きや、試行錯誤から生まれる
新たな変化を豊富な事例を交えてご紹介しながら、AI時代に求められる大学のあり方や未来像を考えていきます。

【情報交換会（懇親会）へのお誘い】
18時より2時間、JR大阪駅近辺にて懇親会（参加費：4,000円）を予定しております。
ぜひご参加いただき、交流の輪を広げる貴重な機会としてご活用いただけますと幸いです。

【講演概要】
設備やセンサをベンダーの違いを越えて連携させるビルOSを中核に、データの標準化と安全なAPI連携を実現。省エネ、
人流把握、ロボット運行などに活用し、建物の機能を継続的に進化させる基盤技術を紹介する。



【参加費】 分科会：無料
情報交換会(懇親会)： 4,000円（参加希望の方のみ）

【参加対象】  CS研・IS研会員校・会員企業の方
CS研・IS研会員校以外の大学の教職員の方

【申込期限】  11月4日（水） まで

【申込URL】  下記URLよりお申込みをお願いいたします。
 https://seminar.jp.fujitsu.com/public/seminar/view/140114

※ お申込みの際は、以下の3つの参加形式の中から 1つ をお選びいただき、
併せて 事前アンケート へのご回答をお願いいたします。

■ 会場参加 ＋ 懇親会参加
■ 会場参加のみ
■ オンライン参加

 ＜対面（会場）でご参加の方＞ 
■場所  ： 大阪公立大学 森之宮キャンパス 3階 フューチャールーム

 大阪府大阪市城東区森之宮2丁目1番132号

■アクセス： https://share.google/TwGVwhfc8OaWEm9v4

Osaka Metro中央線・長堀鶴見緑地線「森ノ宮」駅（4番出口）、JR大阪環状線「森ノ宮」駅（北口）より徒歩約13分
JR大阪環状線・東西線・学研都市線「京橋」駅（南口）、京阪本線「京橋」駅（片町口）より徒歩約15分
Osaka Metro長堀鶴見緑地線「京橋」駅（5番出口）より徒歩約20分
Osaka Metro中央線・今里筋線「緑橋」駅（2番出口）より徒歩約15分
Osaka Metro今里筋線「鴫野」駅（2番出口）、JRおおさか東線・学研都市線「鴫野」駅（東口）より徒歩約13分

<オンラインでご参加の方>
 開催日前日までにe-mailにて参加URLをご連絡いたします。

※ 参加に必要な物 パソコン、インターネット回線、
 「聞く・話す」の両方が使える、ヘッドセットもしくはイヤホンマイク等

※ 当日はTeams（Microsoft社）を使用いたします。
※ ご利用の環境により、接続や音声に不具合が生じる場合がございます。あらかじめご了承ください。
※ 質疑やグループワークでご発言いただく際は、基本的にはチャットでのご発言をお願いいたします。

➢ 4.お申込み・お問合せ先

【お問い合わせ】
私立大学キャンパスシステム研究会 事務局

E-mail  contact-csisken@cs.jp.fujitsu.com
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